
「 おおいた教育の日」 エッ セー

「 ど こ で就職する の？」

「 大分に戻る よ 」

　 次に聞かれる のは決ま っ てこ れ。

「 なんで？」

　 県外の人から も 県内の人から も 、 口を 揃えてそう 聞かれる 。 そも そも 就職と いう も のは性質上、 ど こ を

選んでも そう いう も のなのかも し れないが、 それにし ても なぜ県民から も 、 大分県に戻っ てき ただけで驚

かれる のか。

　 穏やかな気候が好き だから 。 自然に囲ま れて入る 温泉が最高だから 。 ご 飯が美味し いから 。 新鮮なお刺

身も 美味し いと り 天も ない場所じ ゃ、 生き ていけないよ 。 冗談めかし てそう 言う けれど 、 実際にその通り

なのである 。

　 水が合う のだ。 自転車で坂を 下る 時に見える 空は、 やっ ぱり 県外と こ こ じ ゃ違う し 、 連なる 山々の高さ

や形だっ て違う 。 県外には別府湾みたいに一面に広がる 穏やかな海と 湯けむり も ないし 、 ふら り と 立ち寄

れる 温泉だっ てない。

　 大分の高校から 、 県外の大学に進んで、 大分で就職を する 。 私の選んだ行動は、 いわゆる Uタ ーン 就職

と いう やつで、 生ま れ育っ た地元で就職する だけなのに、 随分と 仰々し い名前がついている も のだな、 と

思う 。 周囲にも 、 大分に戻っ てく る 人はそれほど 多く ない。 同郷の友人にま で「 なんで戻る の？」 と 聞か

れた時には思わず言葉に詰ま っ た。

「 十で神童、 十五で才子、 二十過ぎればただの人」。 地元の公立中学で首席を キープし 続け、 県外の大学

に進学し た友人は、 よ く 歌う よ う に口ずさ む。 それを 聞く たび少々やる せない気持ちになる 。 彼女にと っ

て、 こ の場所に戻っ てく る と いう こ と はやはり 息苦し いこ と なのだろ う か。

　 確かに、 地域のつながり の濃さ は、 良い面だけではないのだろ う と 察する と こ ろ も ある 。『 さ す九』 と

し て揶揄さ れる 現象が散見さ れる こ と も 否めない。 一方で、 も ちろ ん繋がり によ る 温かさ だっ て、 はっ き

り と 存在する 。 私も 高校入試の際には、 地域の方に応援の言葉を いただいたこ と がある 。

　 昔から ずっ と 変わら ないこ と で保たれている 良さ は確かにあ る はずだ 。 でも 、 同時に、 時代と 共に変

わっ ていく こ と も 求めら れている のだろ う 。 緊密さ から 生ま れる 光と 影は表裏一体だ。 地元に残る こ と だ

けが必ずし も 正し い選択ではないし 、 その逆も 然り 。 すべて、 人の選択は尊重さ れる べき で、 等し く 価値

がある 。 要は適材適所なのだろ う 。

　 私は、 地元の良いと こ ろ も 、 変わっ ていく 必要のある と こ ろ も 、 全部ひっ く る めて抱き し めて、 一緒に

変わっ ていき たい。 なぜなら 、 偶然にも 私にと っ てと り 天はなく てはなら ないも のだし 、 それはそれでつ

ま り は、 地元に「 向いている 」 と いう こ と なのだと 思う から 。

　 ひたむき に仕事を する 中で、 それが巡り 巡っ て大分県を よ り 良い場所にする こ と につながれば良いなと

思う 。 同時に、 １ 人の県民と し て、 学び続けたいと 思う 。 日常生活で出会う 人たちや、 子ど も たちと のふ

れあいを 通じ て、 思考を 深め、 ちょ っ と でも 地域全体の空気の流れが変わっ ていけば良い。

　 中庸と いう のは一見する と ど っ ちつかずで曖昧に思われる が、 実際は一番難し いのだと 思う 。 なぜなら

ば、ど ちら かに偏っ て思考を 止めてし ま う 方が何倍も 簡単だから だ。新し い時代の訪れと 、古き 良き 文化。

ど ちら を 潰すこ と も なく 、 バラ ン ス を と り ながら 進めていく ためには、 たく さ んの人と 関わっ て視野を 広

げ続ける と と も に、新し い情報に敏感になり ながら 常に最善を 考える 、不断の努力が必要と なる のだろ う 。

　 それはき っ と 険し く 苦し い道のり だ。 でも 、 大分で生ま れ育っ た子ど も たちが、 のびのびと 育ち、 それ

ぞれの選択を し て、 生き ていける よ う に。 そし て願わく ば、 ど んな選択を し ても 幸せな記憶と し て大分を

思い出し てく れる よ う に。 一県民と し て共に頑張っ ていき ま せんか。
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